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独立行政法人地域医療機能推進機構
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Japan Community Health care Organization

北海道東北

関東

東海北陸

近畿中国四国

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院九州病院

旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258
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地区事務所
北海道東北地区事務所
関 東 地 区 事 務 所
東海北陸地区事務所
近畿中国四国地区事務所
九 州 地 区 事 務 所

〒980-0822
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒806-0034

宮城県仙台市青葉区立町27-21 仙台橋本ビルヂング701
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内

P.02	ニュース

P.04	【速報】第２回 JCHO 地域医療総合医学会

P.09	【特集】医療安全「わかるまで 聞こう 話そう  
  伝えよう」の実践
	 北海道病院　医療安全管理者　早瀬　美香
	 東京高輪病院　医療安全管理室副看護師長　横山　みどり
	 金沢病院　薬剤科長　西上　潤
	 滋賀病院　感染管理看護師（ICN）　長谷川　亜紀
	 湯布院病院　医療安全管理者　麻生　真紀子

P.12	【トピックス】職場チームによる業務改善の
  取り組み・理事長特別賞　表彰式
	 チーム表彰最優秀賞　仙台南病院
	 チーム表彰優秀賞　仙台病院／東京蒲田医療センター／
	 	 四日市羽津医療センター／
	 	 下関医療センター／九州病院
	 理事長特別賞　熊本総合病院

P.14	【インフォメーション】
 平成 27 年度業務実績評価について

P.15	【投稿】地域に開かれたミニ健康教室の取り組み
	 群馬中央病院　外来看護師長　佐藤　幸子

P.16	【JCHO	GROUP】全国病院 MAP
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P.06	【連続企画】病院長に聞く⑥
	 秋田病院　院長　石岡　隆
	 千葉病院　院長　室谷　典義
	 四日市羽津医療センター　院長　住田　安弘
	 下関医療センター　院長　佐々木　功典
	 佐賀中部病院　院長　浅見		昭彦
	 　司会：理事（広報担当）　前野　一雄



● 6月 16 日

● 6月 17 日

● 7月 15 日

● 8月 18 日

● 8月 19 日

● 9月 15 日

● 9月 16 日
～ 17 日

JICA ベトナム視察団が JCHO 本部と高輪病
院を訪問されました

地域包括ケア推進室長会議

看護部長会議
　全国 57 病院の看護部長・総看護師長に対し、病
院運営、今後の看護部門の運営、地域包括ケア推進
の取り組み、医療安全管理指針の策定などについて
情報提供し、活発な議論が交わされました。

感染管理責任者・感染管理担当者会議

感染管理担当者研修

院長会議
　院長会議が JCHO本部で開催され、平成 28 年度の
経営状況について、JCHO版病院総合医（Hospitalist）
育成プログラムについてなどをテーマに全国 57 病院
長による活発な議論が交わされました。
　また、平成 28 年熊本地震に際し、医療支援活動
等で特に尽力された病院等へ尾身理事長より表彰状
が授与されました。表彰施設は次のとおりです。
中京、神戸、徳山、九州、久留米、佐賀中部、諫早、
熊本、人吉、天草、南海、湯布院、宮崎江南、九州
地区事務所

第２回 JCHO 地域医療総合医学会

◆JCHO版病院総合医（Hospitalist）育成プログラムの運用を開始します◆
～平成29年度　研修対象者の募集を開始～

　JCHOでは、平成 29 年度から地域医療に貢献する医師を育成するため、「JCHO版病
院総合医（Hospitalist）育成プログラム」を開始します。この育成プログラムは、JCHO
全 57 病院のネットワークを活用し、	医師個人のニーズに合ったカリキュラムを提供す
る JCHO独自のプログラムです。詳細は JCHO本部のホームページ（http://www.jcho.
go.jp/hospitalist/）をご覧ください。

　

平
成
26
年

９
月
か
ら
み

な
し
訪
問
看

護
を
実
施
し

て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度

看
護
師
長
１

名
（
皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
）、
副
看
護
師
長
１
名
（
糖
尿

病
看
護
認
定
看
護
師
）、
看
護
師
３
名
、

助
産
師
１
名
（
糖
尿
病
療
養
指
導
士
）、

事
務
員
１
名
の
７
名
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

開
設
し
ま
し
た
。
当
院
の
強
み
は
認
定
看

護
師
や
助
産
師
に
よ
る
専
門
的
知
識
・
技

術
を
提
供
出
来
る
こ
と
で
す
。
褥
瘡
、
人

工
肛
門
、
糖
尿
病
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

食
事
指
導
、
新
生
児
訪
問
、
母
乳
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
対
応
し
、
他
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
同
行
訪
問
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
癌

や
肝
臓
疾
患
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
の
依
頼

が
多
い
た
め
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、
順
調

に
利
用
者
も
増
加
。
在
宅
看
取
り
も
経
験

出
来
ま
し
た
。
記
録
時
間
短
縮
と
情
報
共

有
の
た
め
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
は
「
ご
依
頼
い
た
だ

け
れ
ば
、
何
な
り
と
！
」
を
合
言
葉
に
営

業
活
動
を
行
い
、
本
人
お
よ
び
ご
家
族
様

の
希
望
に
寄
り
添
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
自
宅
で
の
生
活
を
不
安
や
苦
痛
な
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
看
護
師
長　

藤
﨑
栄
子
）

　

当
院
は
平

成
27
年
10
月

よ
り
「
み
な

し
訪
問
看

護
」
を
始
め

ま
し
た
。
訪

問
看
護
を
必

要
と
す
る
多

く
の
患
者
さ

ま
に
と
っ
て
、
同
じ
病
院
の
看
護
師
が
訪

問
看
護
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
安

心
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
か
ら
も
当

院
の
訪
問
看
護
師
に
対
し
て
は
、
退
院
後

の
ケ
ア
・
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
と
高

く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
信
頼
を
得
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
９
月
実
績
で
登
録
患
者
数

は
目
標
だ
っ
た
30
名
を
超
え
、
平
成
28
年

10
月
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
附
属
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
「
な
な
い
ろ
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
地
域
包
括
ケ
ア
の

担
い
手
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
各
関
連
事
業
所
の
皆

さ
ま
と
在
宅
療
養
の
「
良
き
懸
け
橋
」
に

な
る
こ
と
を
願
い
、
虹
を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
訪
問
看
護
を
必
要
と
す
る
患
者

さ
ま
に
質
の
高
い
看
護
を
提
供
し
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
看
護
部
と
し
て
、
ま
た
、
病
院
全

体
で
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
看
護
部
長　

野
月
千
春
）

　

当
院
で
は

平
成
27
年
４

月
か
ら
主
に

院
内
の
患
者

さ
ん
を
対
象

に
み
な
し
に

よ
る
訪
問
看

護
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま

し
た
。
が
ん
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
や
病
状
が

不
安
定
な
方
で
も
住
み
慣
れ
た
場
所
で
の

療
養
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
病

院
や
地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
と
相
ま
っ
て
、

利
用
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
近
隣
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
、
事
業
閉
鎖
に
伴
う
当
院
へ

利
用
者
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
受
入
れ
の
依
頼

を
頂
き
ま
し
た
。
み
な
し
か
ら
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
設
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
域
医
療
へ
貢
献
す
る
た
め
に
も

二
つ
返
事
で
お
引
受
け
し
ま
し
た
。
利
用

者
数
が
増
え
、
更
に
地
域
と
の
連
携
を
拡

大
す
る
機
会
も
頂
き
、
本
年
10
月
開
設
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
住
み
慣
れ
た

場
所
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ス
タ
ッ
フ
５

名
（
管
理
者
含
む
）
で
、
利
用
者
に
寄
り

添
う
心
の
こ
も
っ
た
看
護
サ
ー
ビ
ス
と

実
践
力
に
よ
り
、
地
域
で
最
も
信
頼
さ
れ

る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
所
長　

佐
藤
朋
恵
）

理
念

・	

本
人
と
家

族
の
セ
ル
フ

ケ
ア
能
力
を

引
き
出
し
、

で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た

家
や
地
域
で

安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
心
に
寄
り
添
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
看

護
を
提
供
し
ま
す
。

　

平
成
８
年
よ
り
み
な
し
訪
問
看
護
を
20

年
間
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
京
都
は
細
か
い
路
地
が
多

い
の
で
、
電
動
自
転
車
を
使
っ
て
訪
問
す

る
こ
と
が
多
く
、
通
り
が
碁
盤
の
目
に

な
っ
て
い
る
た
め
上
ル
下
ル
、
西
入
ル
東

入
ル
と
表
現
す
る
の
で
少
々
方
向
音
痴
で

も
迷
う
こ
と
な
く
訪
問
先
に
辿
り
着
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
３
名
で
の

出
発
に
な
り
ま
す
が
、
訪
問
看
護
の
経
験

豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
す
。
今
ま
で

培
っ
て
き
た
基
盤
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
「
く
ら
ま

ぐ
ち
の
訪
問
看
護
に
来
て
も
ら
っ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
」
ま
た
、
関
係
機
関
の
皆
様

か
ら
「
く
ら
ま
ぐ
ち
の
訪
問
看
護
な
ら
安

心
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
様
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
更
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
所
長　

本
田
順
子
）

大和郡山病院 8月1日開設

東京新宿メディカルセンター 10月1日開設

相模野病院 10月1日開設

京都鞍馬口医療センター 10月1日開設

NEWS

・訪問看護ステーションが開設しました・
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平
成
28
年
９
月
16
日
（
金
）、
17
日
（
土
）

の
両
日
、
東
京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
品
川
・
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本
部
研
修
棟
を
会
場
と

し
て
第
２
回
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
地
域
医
療
総
合
医
学
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ま
ず
尾
身
茂
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
ご
来
賓
の
二
川
一
男
厚
生
労
働
事
務

次
官
か
ら
の
祝
辞
で
は
、
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
に
お
け
る
医
療
支
援
活
動
や
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
病
院
の
日
頃
の
地
域
医
療
を
担
う
取
り
組
み

に
対
し
て
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
に
向
け
各
地
域
で
策
定
し

て
い
る
地
域
医
療
構
想
の
中
で
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
形
の
病
院
と
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め

の
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
制
度
へ
の

参
加
に
つ
い
て
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
会
長
講
演
で
は
、
今
学
会

の
会
長
で
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
細
田

洋
一
郎
院
長
が
「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
至
っ
た
軌
跡
と

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
」
と
題
し
、
社
会

保
険
病
院
、
厚
生
年
金
病
院
、
船
員
保
険
病
院

と
い
う
３
つ
の
病
院
団
体
が
一
体
と
な
り
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
院
の
あ
る
埼
玉

県
を
例
に
、
高
齢
化
率
や
疾
病
別
の
患
者
数
の

推
移
な
ど
か
ら
将
来
予
測
を
よ
く
把
握
す
る
こ

と
、
そ
の
将
来
像
の
中
で
自
院
は
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
べ
き
か
考
え
る
こ
と
、
地
域
の
関

係
機
関
と
競
争
で
は
な
く
協
調
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
学
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
ス
タ
ー
ト
し

た
チ
ー
ム
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
～
そ
の
軌
跡
と
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
達
成
に
向
け
て
～
」。
今
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
場
と
位

置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
が
「
ど
う
展
開

し
た
か
。
よ
り
深
く
分
析
さ
れ
て
い
る
か
。
実

行
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る
か
。」
等

を
検
証
す
る
場
と
し
て
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

継
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
地
域

医
療
の
革
新
と
地
域
づ
く
り
、
人
材
の
育
成
、

事
務
職
に
求
め
ら
れ
る
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
に
お
け
る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
地

域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
認
知
症
の
取
り
組
み
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
間
の
医
師
派
遣
へ
の
対
応
、
特

定
行
為
研
修
制
度
を
活
用
し
た
地
域
医
療
へ
の

貢
献
の
可
能
性
）
で
は
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
な
テ
ー
マ
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
演
題
で
は
、
口
演
発
表
２
８
２

題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
80
題
の
発
表
が
行
わ
れ
、

演
題
数
は
前
回
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
２
日
間

で
前
回
と
ほ
ぼ
同
数
の
約
１
８
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
（
冬
号
）
で
特
集
い

た
し
ま
す
。

　

特
別
講
演
で
は
、
２
０
１
２
年
に
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
京
都
大
学
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所
長
・
未
来
生
命
科
学
開
拓

部
門
教
授
の
山
中
伸
弥
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ネ
ズ
ミ
の
皮
膚
の
細
胞
に
４
種
類
の
遺
伝
子

を
操
作
し
て
入
れ
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
。
現
在
は
主
に
人
の
血
液
の
リ
ン
パ
球
の

細
胞
を
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
、「
培
養
皿
で
ど
ん
ど
ん
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
」、「
遺
伝
子
が
正
常
（
変
異

し
て
い
な
い
）」、「
あ
る
刺
激
を
与
え
る
と
様
々

な
細
胞
、
例
え
ば
心
臓
の
拍
動
す
る
細
胞
や
眼

の
網
膜
の
細
胞
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
し

か
も
老
化
し
て
い
な
い
０
才
の
状
態
）」、
と
い

う
性
質
を
活
か
し
、
二
つ
の
臨
床
応
用
に
つ
い

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

臨
床
応
用
の
一
つ
、
薬
の
開
発
で
は
、
患
者

さ
ん
の
血
液
か
ら
作
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ

て
患
者
さ
ん
の
病
態
を
培
養
皿
に
再
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
度
に
何
百
種
類
の
薬
を
試
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
開
発
の
ス
ピ
ー
ド

が
飛
躍
的
に
上
が
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
臨
床
応
用
は
、
再
生
医
療
で

す
。
こ
ち
ら
は
既
に
臨
床
研
究
が
始
ま
っ
て
お

り
、
２
年
前
に
加
齢
黄
斑
変
性
の
患
者
さ
ん
に

対
し
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
色
素
上
皮
細
胞
を
移

植
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

患
者
さ
ん
本
人
の
細
胞
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
一
か

ら
作
る
に
は
、
多
く
の
時
間
と
費
用
が
掛
か
る

こ
と
を
痛
感
し
、
臨
床
応
用
を
進
め
る
た
め
の

方
法
と
し
て
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク
」
の
製

造
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
父
親
と
母

親
か
ら
同
じ
Ｈ
Ｌ
Ａ
を
受
け
継
い
だ
ド
ナ
ー
の

細
胞
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
を
含
む
型
の
人
す
べ
て
に
適
合
で

き
る
と
い
う
も
の
で
、
昨
年
８
月
に
出
荷
し
た

第
１
例
目
の
ス
ト
ッ
ク
は
、
日
本
人
に
一
番
頻

度
の
多
い
Ｈ
Ｌ
Ａ
で
、
日
本
人
の
17
％
、
約

２
０
０
０
万
人
に
適
合
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
も
し
こ
の
中
に
普
段
手
術
が
下
手
で
怒
ら

れ
て
い
る
、
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
人
生
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。」
や
わ
ら
か
な
大
阪
弁
、
時
に

笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
一
時
間
。
整
形
外
科
医

と
し
て
、
ま
た
研
究
者
と
な
っ
て
か
ら
も
幾
度

か
挫
折
感
を
味
わ
い
な
が
ら
も
、「
今
の
医
学

の
力
で
は
治
せ
な
い
患
者
さ
ん
を
将
来
治
し
た

い
」、「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
臨
床
応
用
の
技
術
を
一

日
で
も
早
く
医
療
現
場
に
届
け
た
い
」
と
い
う

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
走
り
つ
づ
け
る
熱
い

想
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

特別講演　「iPS細胞がひらく新しい医学」

開場前から長蛇の列。約 1200 人が聴講しました。

スタートした
チームJCHO
～その軌跡とミッションの

達成に向けて～

第2回 JCHO地域医療総合医学会速　報
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前
野
◆
今
回
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
の

病
院
は
、
比
較
的
小
規
模
で
、
地
域
の
特
色

あ
る
病
院
と
し
て
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
も
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、

先
生
方
は
発
足
時
か
ら
の
言
わ
ば
生
え
抜
き

院
長
と
し
て
の
ご
意
見
も
伺
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
各
病
院
と
地
域
の
状
況
の
紹

介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
岡
◆
当
院
の
あ
る
能
代
市
は
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
で
高
齢
化
率
が
約
39
％
。
二
次

医
療
圏
内
で
は
、
厚
生
連
病
院
、
医
師
会
病

院
に
次
い
で
３
番
目
の
規
模
で
す
。
３
病
院

で
輪
番
制
救
急
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の

病
院
も
当
院
同
様
、老
健
、訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
か
な
り
競
合
し
て
い
ま
す
。
地

域
医
療
構
想
で
一
般
病
床
の
３
分
の
１
が
不

要
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

競
争
が
激
し
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

病
院
は
１
６
７
床
、
そ
の
う
ち
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
が
12
床
、
10
対
１
看
護
で
す
。
常
勤

医
が
18
人
ま
で
増
え
ま
し
て
、
医
師
充
足
率

は
、
10
年
前
は
70
％
を
切
っ
て
標
欠
で
し
た

が
、
今
、
１
１
０
％
で
す
。

前
野
◆
医
師
の
確
保
で
は
ど
こ
も
苦
労
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
。

石
岡
◆
紹
介
業
者
を
通
じ
て
き
た
方
に
希
望
の

条
件
を
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
て
い
る
の

と
、
定
年
退
職
後
の
再
雇
用
の
方
も
含
め
て

じ
り
じ
り
と
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
学

か
ら
は
あ
ま
り
来
て
い
な
い
で
す
ね
。

室
谷
◆
当
院
は
千
葉
市
中
央
区
に
あ
り
、
比
較

的
立
地
条
件
は
い
い
の
で
す
が
、
駅
か
ら
は

バ
ス
で
20
～
30
分
と
不
便
で
す
。
道
路
を
一

本
隔
て
て
、
国
立
病
院
機
構
千
葉
東
病
院
、

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
　

透
析
医
療
は
昭
和
46
年
７
月
か
ら
始
め
て

お
り
、
県
内
で
は
千
葉
大
学
に
次
い
で
古
い
。

当
院
は
病
床
数
２
０
０
床
。
透
析
は
外
来
部

門
な
の
で
こ
れ
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
73
ベ
ッ
ド
あ
り
ま
す
。
外
来
通
院
が
約

２
０
０
名
、
入
院
透
析
が
約
60
名
、
常
時
約

２
６
０
名
の
透
析
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
　

透
析
患
者
さ
ん
の
多
く
は
合
併
症
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
心
臓
や
整
形
の
合
併
症
を

持
っ
た
ケ
ー
ス
を
県
内
や
周
り
の
東
京
、
茨

城
、
埼
玉
か
ら
受
け
入
れ
、
治
療
を
し
て
紹

介
元
に
お
返
し
す
る
と
い
う
の
が
メ
イ
ン
で

す
。
当
院
の
整
形
の
手
術
や
Ｐ
Ｃ
Ｉ
（
冠
動

脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
）
の
30
～
40
％
は

透
析
患
者
で
す
。

　
　

建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
い
い
医

療
を
や
る
だ
け
で
は
患
者
さ
ん
に
選
ん
で
も

ら
え
な
い
、
新
病
棟
を
作
る
た
め
に
は
、
稼

働
率
を
上
げ
て
日
々
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
と
考
え
、
職
員
に
も
そ
れ
を
徹
底

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
い
う
状
況
で
す
。

前
野
◆
隣
接
の
病
院
と
の
棲
み
分
け
や
連
携
と

い
う
点
は
？

室
谷
◆
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
が
ん
セ
ン
タ
ー
、

東
病
院
は
、
従
来
は
呼
吸
器
、
結
核
が
中
心

で
、
近
年
は
移
植
医
療
を
始
め
た
と
い
う
よ

う
な
棲
み
分
け
が
あ
り
ま
す
。
東
病
院
で
は

透
析
も
始
め
た
の
で
、
合
併
症
が
起
こ
っ
た

時
に
、
当
院
に
常
勤
医
が
い
な
い
泌
尿
器
科

の
合
併
症
は
お
願
い
す
る
、
心
臓
の
合
併
症

が
起
こ
っ
た
ら
、
こ
ち
ら
で
受
け
る
と
い
う

よ
う
な
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

住
田
◆
四
日
市
市
は
人
口
30
万
人
、
周
辺
医
療

圏
を
合
わ
せ
ま
す
と
約
80
万
人
。
市
内
で
は
、

市
立
病
院
に
Ｅ
Ｒ
、
県
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
は
第
三
次
救
急
の
救
命
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
救
急
医
療
が
充
実
し
て
い
る
の
で
す

が
、
当
院
も
７
対
１
看
護
を
や
っ
て
お
り
ま

す
し
、
地
域
医
療
支
援
病
院
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
年
間
１
０
０
０
台
以
上
の
救

急
車
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
ざ

し
た
急
性
期
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

周
囲
の
大
病
院
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
、

糖
尿
病
治
療
、
炎
症
性
腸
疾
患
（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）

治
療
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
治
療
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が

ん
検
診
、
結
核
患
者
収
容
モ
デ
ル
病
床
な
ど
、

近
隣
病
院
に
は
な
い
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
年
間
約

11
万
人
の
検
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
県

下
で
は
最
大
で
、
た
ぶ
ん
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
で
も
一

番
大
規
模
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

前
野
◆
救
急
の
受
け
入
れ
は
ど
の
よ
う
な
状
況

で
す
か
？

住
田
◆
同
じ
医
療
圏
内
に
Ｅ
Ｒ
や
救
命
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
と
、
ド
ク
タ
ー
が
な
か
な
か
救

急
車
を
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
無
理
し
て
受
け
入
れ
て
裁
判
沙
汰
に

な
っ
た
ら
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
当
院
に
は
脳
外
科
や
神
経
内
科
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
神
経
疾
患
が
弱
い
。
し
た

が
っ
て
救
急
隊
員
は
明
ら
か
な
脳
血
管
障
害

の
患
者
は
搬
送
し
て
き
ま
せ
ん
が
、
頭
が
痛

い
、め
ま
い
が
す
る
、ふ
ら
ふ
ら
す
る
と
い
っ

た
軽
症
の
患
者
を
断
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。

　
　

診
療
科
の
専
門
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す

と
、
消
化
器
内
科
医
が
頭
痛
や
呼
吸
困
難
の

患
者
は
ち
ょ
っ
と
診
ら
れ
ま
せ
ん
、
と
か
、

循
環
器
内
科
医
が
頭
痛
や
腹
痛
の
患
者
は

ち
ょ
っ
と
無
理
で
す
、
と
い
う
よ
う
な
状
況

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
内
科
医
は

３
倍
ほ
ど
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
今
、
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
推
し
進
め
て
い
る
総
合
内
科
医
が

い
れ
ば
こ
の
よ
う
な
急
患
に
対
応
で
き
る
の

で
す
が
、
現
状
で
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の

医
師
不
足
が
あ
り
ま
す
。

佐
々
木
◆
山
口
県
は
医
療
圏
が
８
つ
あ
り
ま
す

が
、
下
関
市
だ
け
で
一
つ
の
医
療
圏
で
、
人

口
26
万
６
０
０
０
人
ぐ
ら
い
。
減
少
傾
向
で

す
。
市
内
に
公
的
病
院
が
４
つ
あ
り
、
当
院

が
一
番
小
規
模
で
、
他
の
病
院
は
４
０
０
床

前
後
で
す
。

　
　

救
急
は
輪
番
で
４
日
に
一
度
必
ず
回
っ
て

き
ま
す
。
多
い
と
き
は
日
に
１
０
０
人
ぐ
ら

い
来
ま
す
。
医
師
が
い
な
い
小
児
科
と
産
科

以
外
は
基
本
的
に
全
部
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
救
急
車
は
年
間
に
２
５
０
０
件
で
す
。

　
　

今
、
２
１
３
床
で
稼
働
し
て
、
す
べ
て
７

対
１
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
県
の
医
療
構
想

の
中
で
も
、
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
床
は

46
％
減
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
頑
張
ら
な
い
限
り
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

く
局
面
に
あ
り
ま
す
。

浅
見
◆
佐
賀
市
の
人
口
は
23
万
５
０
０
０
人
、

人
口
の
過
疎
化
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
地
域

で
す
。
当
院
は
佐
賀
市
の
比
較
的
中
心
部
に

あ
り
、
二
次
医
療
圏
で
は
、
佐
賀
大
学
付
属

病
院
、
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
、
国
立
病
院

機
構
佐
賀
病
院
に
つ
い
で
、
四
番
目
の
規
模

で
１
６
０
床
で
す
。
平
成
26
年
か
ら
10
対
１

に
転
換
し
、
今
年
の
4
月
か
ら
は
、
３
病
棟

の
う
ち
１
病
棟
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
変

え
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
佐
賀
大
学
・
久

留
米
大
学
と
太
い
パ
イ
プ
が
あ
り
、
28
人
の

常
勤
に
加
え
非
常
勤
も
お
り
ま
す
の
で
、
比

較
的
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
苦
労
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
　

特
徴
と
し
て
は
、
私
が
整
形
外
科
と
い
う

の
も
あ
り
、
整
形
が
メ
イ
ン
で
、
あ
と
は
呼

吸
器
内
科
、
消
化
器
外
科
、
消
化
器
・
肝
臓

内
科
な
ど
が
主
な
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
整
形

外
科
に
関
し
て
は
、
近
隣
病
院
と
の
棲
み
分

け
が
で
き
て
お
り
ま
し
て
、
当
院
は
、
全
国

で
も
非
常
に
珍
し
い
手
の
専
門
医
が
３
名
お

り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
で
き
た
こ

と
で
、
他
院
か
ら
の
超
急
性
期
が
終
わ
っ
た

急
性
期
の
患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ
も
積
極
的

に
や
っ
て
お
り
、
急
性
期
か
ら
慢
性
期
、
地

域
へ
帰
る
切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

女
性
外
来
、
送
迎
、
検
診
…

地
域
で
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
へ

前
野
◆
お
し
な
べ
て
地
域
の
大
き
な
病
院
と
競

合
し
て
い
る
状
況
の
中
、
自
院
の
サ
ー
ビ
ス

の
最
適
化
に
向
け
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
、

ア
ピ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

石
岡
◆
婦
人
科
の
常
勤
医
を
確
保
し
た
こ
と
に

よ
り
、
毎
日
婦
人
科
検
診
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
や
、
小
児
外
科
の
女
医
さ
ん
が
常
勤
に

な
っ
た
こ
と
で
、
女
性
外
来
を
月
２
回
実
施

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
乳
が
ん
関
係
の
検
診

も
そ
の
女
医
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
サ
ン

デ
ィ
」
も
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
可
能
に
な

り
、
そ
の
辺
を
売
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
附
属
老
健
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
が
混

ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
定
員
を
30
人
か
ら
40

人
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
　

あ
と
、
院
内
の
改
修
の
際
は
で
き
る
だ
け

地
場
産
業
で
あ
る
秋
田
杉
を
使
っ
た
り
、
給

食
を
お
い
し
く
し
よ
う
と
、
20
数
年
来
、
お

米
は
あ
き
た
こ
ま
ち
を
使
用
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
よ
そ
か
ら

来
ら
れ
た
先
生
方
に
も
好
評
で
、
少
し
で
も

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
野
◆
地
元
産
を
使
う
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
胃
袋
を
つ
か
む
と
い

う
の
も
重
要
で
す
ね
。「
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
サ
ン
デ
ィ
」
と
は
？

石
岡
◆
毎
年
10
月
の
日
曜
日
に
乳
が
ん
検
診
を

す
る
全
国
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
っ
て
、

秋
田
県
内
は
今
年
３
か
所
に
な
り
ま
し
た
け

ど
、
比
較
的
早
く
か
ら
手
を
挙
げ
て
お
り
ま

す
。
最
初
は
女
性
の
放
射
線
技
師
が
撮
影
す

る
の
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
今
年
は
診
察
ま

で
全
部
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
実
施
し
ま
す
。

室
谷
◆
こ
こ
５
、６
年
で
問
題
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
は
、
透
析
患
者
の
高
齢
化
で
す
ね
。

自
宅
か
ら
歩
い
て
通
え
な
い
、
自
力
で
来
ら

れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
を
、
う
ち

は
導
入
病
院
だ
か
ら
と
対
応
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、「
送
迎
の
あ
る
所
へ
移
り
ま

す
」
と
言
う
患
者
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
増
え
た

た
め
、
送
迎
を
始
め
ま
し
た
。
今
、
40
名
ぐ

ら
い
の
方
が
送
迎
車
で
通
院
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、千
葉
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
安
心
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
前
な
の
で

す
が
、
特
に
当
院
と
関
係
す
る
患
者
さ
ん
が

い
る
地
域
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
当
院
の
地
域

連
携
協
議
会
に
役
員
と
し
て
出
席
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
年
寄
り
で

具
合
の
悪
い
人
を
見
つ
け
た
け
れ
ど
も
、
入

院
で
き
る
病
院
を
探
す
の
に
結
構
困
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
う
ち
は
い
つ
も
開
い

て
る
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
、
診
ら
れ
る
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　JCHO のキャッチフレーズである「安心の地域医療を支える JCHO」を実現するために、医
療安全の推進は大切な要素のひとつです。
　毎年度 11 月 25 日を含む 1 週間は、厚生労働省による「患者の安全を守るための共同行動

（PSA：Patient Safety Action）」の一環として、医療安全推進週間が設けられており、今年
度は 11 月 20 日～ 26 日がそれにあたります。この取組について、JCHO は後援団体となっ
ており、各病院においてもさまざまな取組が企画、実施されています。
　例年、厚生労働省から発出される医療安全推進週間ポスターには、必ず下図が挿入されてい
ますが、その中には「わかるまで 聞こう 話そう 伝えよう」という言葉が記されています。

　今回の特集では、JCHO 病院で取り組んでいる「わかるまで 聞こう 話そう 伝えよう」に係
る医療安全活動について、ご紹介いたします。

『
院
内
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に
よ
る

自
主
的
な
安
全
行
動
へ
の
働
き
か
け

北
海
道
病
院　

医
療
安
全
管
理
者　

早
瀬 

美
香

　

北
海
道
病
院
で
は
、
一
日
７
０
０
人
以
上
の

患
者
さ
ま
や
付
添
い
者
が
外
来
に
お
越
し
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
行
き
来
す
る
中
、
一

人
一
人
に
転
倒
に
関
す
る
注
意
を
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

当
院
で
は
院
内
の
転
倒
・
転
落
・
衝
突
防
止
へ

の
取
組
と
し
て
、『
院
内
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
『
院
内
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
は
、
当
院

の
外
来
棟
・
病
棟
・
検
査
棟
に
お
い

て
「
歩
行
者
が
通
行
す
る
際
の
視
点

の
位
置
」「
死
角
と
な
る
場
所
」「
床

面
の
材
質
」「
人
通
り
の
多
さ
」「
搬

送
用
の
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
等
が
置
か

れ
や
す
い
場
所
」「
ド
ア
の
開
閉
状

況
」
等
を
独
自
に
調
査
し
、
転
倒
・

転
落
・
衝
突
の
危
険
が
潜
む
箇
所
を

マ
ッ
プ
に
し
た
も
の
で
す
。
病
院
と

し
て
は
、
調
査
結
果
か
ら
、
危
険
が

高
い
場
所
に
衝
突
防
止
ミ
ラ
ー
を
設

置
し
構
造
的
な
改
善
を
図
り
、
さ
ら

に
、
患
者
さ
ま
や
利
用
者
が
自
ら
危

険
を
知
り
回
避
で
き
る
よ
う
に
、
潜

ん
で
い
る
危
険
に
つ
い
て
写
真
と
吹

き
出
し
で
の
注
釈
を
示
し
て
イ
メ
ー

ジ
が
し
や
す
い
仕
様
と
し
ま
し
た
。

こ
の
『
院
内
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
は
、

外
来
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
他
、
総
合
案
内
担
当
者
が
お
配
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
入
院
の
際
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
り
、
各
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
に
設
置
し
て
あ
る
「
入
院
フ
ァ
イ
ル
」
に

も
綴
り
入
院
期
間
中
繰
り
返
し
手
に
と
っ
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
行
っ
て
以
降
、
衝
突
事
故
の
発

生
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
職
員
か
ら
も

職
員
同
士
の
衝
突
防
止
等
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、『
院
内
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
は
、
患
者
さ

ま
の
安
全
だ
け
で
は
な
く
、
院
内
を
行
き
か
う

あ
ら
ゆ
る
皆
様
の
安
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

範
囲
の
も
の
は
診
る
か
ら
、
ま
ず
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
と
声
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

住
田
◆
年
間
11
万
人
の
健
診
を
や
る
の
で
、
多

く
の
異
常
所
見
が
出
ま
す
。
そ
こ
で
総
合
健

診
科
を
作
っ
て
、
二
次
検
診
の
診
療
科
の
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
と
大
腸
が

ん
と
い
っ
た
外
科
の
疾
病
に
強
い
先
生
が
多

い
の
で
、
検
便
潜
血
を
し
て
、
す
ぐ
に
大
腸

フ
ァ
イ
バ
ー
、
も
し
見
つ
か
れ
ば
、
内
視
鏡

で
切
除
、
あ
る
い
は
腹
腔
鏡
と
迅
速
な
対
応

が
で
き
て
お
り
、
一
定
の
成
果
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　

あ
と
、
当
院
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を

や
り
た
い
と
言
う
奇
特
な
医
者
が
一
人
お
り

ま
し
て
、
そ
の
専
任
の
医
師
が
先
日
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医
を
取
得
し
、
認
知
症
ケ
ア
チ
ー

ム
を
構
築
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
老
健
や
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
連
携
し
て
や
っ
て

い
こ
う
と
進
め
て
い
ま
す
。

佐
々
木
◆
健
診
は
受
診
者
の
評
価
は
高
く
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い

る
点
を
利
用
し
、
二
次
検
診
が
必
要
な
受
診

者
に
は
、
当
院
を
紹
介
、
予
約
す
る
制
度
を

導
入
し
て
、
一
日
10
人
ほ
ど
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
　

ま
た
、
下
関
は
港
町
で
非
常
に
肝
炎
が
多

い
所
で
し
て
、
肝
が
ん
に
な
る
前
に
発
見
し

よ
う
と
、
市
や
国
と
連
携
し
肝
炎
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
一
人
一
回
限
り
の

取
り
組
み
で
す
が
、
受
診
者
負
担
は
無
料
で
、

月
に
約
５
０
０
人
が
受
検
し
て
い
ま
す
。　

浅
見
◆
当
院
は
専
門
性
を
売
り
に
し
て
い
ま
す

が
、
外
来
の
患
者
さ
ま
に
敷
居
を
低
く
す
る

こ
と
も
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
飛
び
込

み
の
患
者
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
結
構
口
コ
ミ

で
来
ら
れ
る
方
も
多
く
て
、
き
ち
ん
と
し
た

治
療
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

ま
た
新
し
い
患
者
さ
ま
を
連
れ
て
き
て
く
れ

る
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
地
域
の
開
業
医
の
先
生
か

ら
顔
の
見
え
る
関
係
と
い
う
の
を
大
切
に
、

周
り
の
大
き
な
病
院
で
で
き
な
い
よ
う
な
、

ち
ょ
っ
と
急
変
し
て
困
っ
た
よ
う
な
患
者
さ

ま
の
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
私
も
、
副
院
長
も
、
地
域
の
病
院

を
回
り
ま
し
た
し
、
今
は
連
携
室
が
強
化
で

き
、
佐
賀
市
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
病
院
を
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
野
◆
患
者
さ
ん
、
利
用
者
さ
ん
に
対
し
て
の

情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
れ
て

い
ま
す
か
。
秋
田
で
は
随
分
と
地
元
紙
へ
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

石
岡
◆
地
元
の
新
聞
に
定
期
的
に
小
さ
い
広
告

を
出
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
何
か
行
事
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
取

材
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

前
野
◆
地
域
医
療
に
関
す
る
住
民
の
関
心
は
非

常
に
高
い
。
記
事
へ
の
需
要
も
あ
る
。
で
も
、

メ
デ
ィ
ア
側
か
ら
す
る
と
、
地
方
に
は
医
療

専
門
の
記
者
が
い
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
医
療

に
対
し
て
敷
居
が
高
い
。
そ
こ
で
関
係
さ
え

で
き
れ
ば
、
お
互
い
非
常
に
や
り
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る
時
、
公
的
病
院
に
対

し
て
敷
居
が
低
く
な
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
が
全
国
規
模
の
病
院
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
よ
り
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
さ
れ
て
い
る
例
は
あ

り
ま
す
か
。

住
田
◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
力
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
。
患
者
さ
ん
が
病
院
を
探
す
時
も
、
研
修

医
が
病
院
の
情
報
を
得
た
い
と
思
う
時
も
、

全
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
わ
け
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実

さ
せ
て
、
月
に
一
回
必
ず
ア
ッ
プ
し
て
い
く

よ
う
に
言
う
の
で
す
が
、
広
報
力
が
弱
過
ぎ

て
う
ま
く
果
た
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
総

務
企
画
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
が
、「
忙
し

く
て
広
報
ま
で
手
が
回
り
ま
せ
ん
」
と
言
い

ま
す
。
本
部
か
ら
最
低
限
や
る
べ
き
こ
と
を

指
導
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
う
ま
く
こ
と
が

運
ぶ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

職
員
の
声
を
か
た
ち
に
し
て

改
善
を
実
感
で
き
る
職
場
に

前
野
◆
最
後
に
、
職
員
の
士
気
を
上
げ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

石
岡
◆
職
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
は
、
実
現
で
き

る
よ
う
取
り
上
げ
る
こ
と
で
す
ね
。
あ
と
、

認
定
看
護
師
な
ど
の
研
修
に
は
で
き
る
だ
け

行
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

室
谷
◆
今
は
や
は
り
、
新
病
院
を
目
指
す
た
め

に
、
病
院
の
一
員
と
し
て
目
指
す
も
の
は
何

な
ん
だ
、
そ
れ
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。

住
田
◆
以
前
は
、
病
院
全
体
一
丸
と
な
っ
て
行

う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
か
、
忘
年
会
、
新
年
会

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
移
行
時
に

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
互
助
会
を

つ
く
ら
な
い
か
ん
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
、
よ
う
や
く
こ
の
11
月
に
院
内
全
体
大
運

動
会
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
◆
数
年
前
か
ら
院
内
Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
を
始

め
ま
し
て
、
こ
れ
は
初
め
大
反
対
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
や
っ
て
み
る
と
意
外
と
面
白
い

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
出
て
き
ま
し
た
。
や
ら

さ
れ
て
る
感
は
消
え
て
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
な
く
元
気
に
や
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
変
え
て
い
る
っ

て
い
う
の
は
い
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

浅
見
◆
月
一
回
の
総
合
連
絡
会
、
医
師
は
医
長

以
上
、
そ
の
他
の
部
署
は
所
属
長
以
上
が
出

席
す
る
会
で
す
け
ど
、
経
営
状
況
を
中
心
に

具
体
的
な
数
字
を
見
せ
る
こ
と
で
職
員
の
意

識
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

あ
と
は
、
今
年
、
全
職
員
の
業
務
改
善
に

対
す
る
要
望
書
を
自
由
に
出
せ
る
シ
ス
テ
ム

作
り
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
言
い
た
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
誰
に
言
っ
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
各
部
署
に
自
由
に
何
で
も

投
書
で
き
る
箱
を
作
り
ま
し
て
、
か
な
り
の

数
が
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

病
院
を
良
く
し
て
い
き
た
い
と
い
ろ
ん
な
要

望
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
管
理
者
が

週
一
回
集
ま
る
会
議
で
公
表
し
て
、
具
体
的

に
改
善
で
き
る
よ
う
に
次
の
会
で
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
し
て
、
職
員
全
員
ま
で
行
き
渡
る

よ
う
に
し
た
ら
、
不
平
不
満
が
減
り
ま
し
た

し
、
離
職
も
減
っ
て
き
た
印
象
は
受
け
て
い

ま
す
。

前
野
◆
個
別
的
な
問
題
点
と
と
も
に
共
通
し
た

課
題
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
ふ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
部
分
が
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
こ
こ
一
番
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

院内ハザードマップ（一部抜粋）
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医
療
者
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
へ
の
取
組

～
チ
ー
ム
ス
テ
ッ
プ
ス
の
導
入
～

東
京
高
輪
病
院　

医
療
安
全
管
理
室
副
看
護
師
長　

横
山 

み
ど
り

　

医
療
安
全
の
推
進
の
た
め
に
、
医
療
者
と
患

者
間
の
み
な
ら
ず
、
医
療
者
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
た
重
要
な
要
素
で
す
。
当
院

に
お
い
て
も
、
医
療
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
に
関
連
し
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が

報
告
さ
れ
改
善
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
医
療
安
全
対
策
室
の
メ

ン
バ
ー
が
「
チ
ー
ム
ス
テ
ッ
プ
ス
」
の
外
部
研

修
で
学
び
を
深
め
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
26
年

度
か
ら
、「
チ
ー
ム
ス
テ
ッ
プ
ス
」
を
広
め
る

た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
ス
テ
ッ
プ
ス
」
と
は
、
米
国
の
国

防
省
が
開
発
し
た
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
よ
り
よ

域
薬
物
療
法
Ｓ
Ｇ
Ｄ
と
は
、
病
院
の
医
師
や
薬

剤
師
と
地
域
薬
局
の
薬
剤
師
が
参
加
し
、
医
師

か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
処
方
の
意
図
を
学

び
、
双
方
の
薬
剤
師
が
互
い
に
取
り
組
ん
で
い

る
業
務
を
紹
介
し
合
い
、
さ
ら
に
一
定
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
討
議
し
合
う
も
の
で
す
。
過
去
４

回
の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
の
テ
ー
マ
は
Ｐ
10
の
表
に
示
し
た

と
お
り
で
す
。

　

研
究
会
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
処
方
し
て
い
る
医
師

の
顔
を
見
て
意
見
の
や
り
取
り
が
で
き
良
か
っ

た
」、「
病
院
と
地
域
の
薬
局
の
情
報
共
有
の
重

要
性
が
認
識
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
さ
ら
に
病
院

と
地
域
薬
局
の
双
方
が
「
わ
か
る
ま
で
聞
こ
う	

話
そ
う	

伝
え
よ
う
」
と
い
っ
た
関
係
を
深
め
て

連
携
を
強
化
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Infection Control Team

:

感
染
制
御
チ
ー
ム
）
ラ
ウ
ン
ド
（
巡
回
）

に
お
け
る
感
染
対
策
改
善
に
向
け
て
の

取
組

滋
賀
病
院　

感
染
管
理
看
護
師
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）　

長
谷
川 

亜
紀

　

当
院
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
動
の
一
環
と
し
て

院
内
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン

ド
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
の
点
検
を
行
い
、

な
お
も
感
染
管
理
上
、
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
点
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
感
染
対
策
担
当
者

（
リ
ン
ク
ス
タ
ッ
フ
）
や
所
属
長
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

い
実
践
と
患
者
安
全
を
高
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
戦
略
」
で
す
。

　

実
際
の
取
組
と
し
て
、
院
内
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
ま
ず
概
念
を
紹
介
し
、
好

ま
し
く
な
い
医
療
者
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
チ
ー
ム
力
を
低
下
さ
せ
患
者
の
安
全
を
脅
か

す
と
い
う
事
例
を
示
し
て
危
機
感
を
共
有
し
ま

す
。
そ
の
後
、
場
面
を
想
定
し
た
シ
ナ
リ
オ

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、

ツ
ー
ル
や
戦
略
を
活
用
し
た
改
善
例
を
寸
劇
で

発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
医
療
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
」「
ツ
ー
ル
は
決

し
て
真
新
し
い
も
の
で
は
な
く
普
段
の
実
践
の

中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」
等
の
意
見
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
実
践
へ
の
適
応
と
し
て
、
チ
ー
ム
ス

テ
ッ
プ
ス
の
一
例
で
あ
る
「
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
を
心

肺
蘇
生
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
活
用
し
た
り
、
新

入
職
員
に
「
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ル
」
を
推

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
改
善
に
向
け
て
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
現
場
の
感
染
リ
ン
ク
ス
タ
ッ
フ

に
依
頼
し
、
共
に
具
体
策
を
考
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
現
場
に
足
を
運
び
、
問
題
点
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
実
情
に
合
っ
た
対
策
を
一
緒
に

考
え
る
と
共
に
、
チ
ー
ム
か
ら
対
策
を
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ラ
ウ
ン
ド
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
や
附
属

老
人
保
健
施
設
な
ど
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
老
健
施
設
に
お
い
て
、
集
団
発
生

の
防
止
に
努
め
ま
し
た
。
感
染
対
策
が
実
施
で

き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
各
部
屋
の
前
に
、

防
護
用
具
の
ホ
ル
ダ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
排
泄
介
助
で
は
、

実
際
の
手
順
を
確
認
し
手
指
衛
生
や
防
護
用
具

の
着
脱
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
導
し
ま
し
た
。
加

え
て
、
オ
ム
ツ
交
換
車
に
よ
る
感
染
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
、
管
理
が
し
や
す
い
ワ
ゴ
ン
タ

イ
プ
へ
変
更
し
、
そ
の
片
付
け
に
関
し
て
も
、

進
し
た
り
と
い
っ
た
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
医
療
者
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
が
患
者
の
安
全
を
守
る

た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
病
院
全
体
に
浸
透

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
研
修
を
継
続
し
、
医
療
者
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
イ
ン
シ
デ
ン

ト
の
減
少
を
図
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
な
医

療
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
薬
局
と
の
連
携
推
進
の
取
組

金
沢
病
院　

薬
剤
科
長　

西
上 

潤

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
理
念
に
地
域
医
療
推
進
の
た
め

の
連
携
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
医
薬
品
の

適
正
使
用
に
お
い
て
は
病
院
と
地
域
薬
局
と
の

連
携
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
病

院
と
地
域
薬
局
の
情
報
共
有
は
、
処
方
箋
や
お

薬
手
帳
、
疑
義
照
会
（
医
師
の
処
方
箋
に
疑
問

や
不
明
点
が
あ
る
場
合
、
薬
剤
師
が
処
方
医
に

問
い
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
）
等
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
薬
局
に
と
っ
て
は
限

ら
れ
た
情
報
で
患
者
さ
ま
の
薬
物
療
法
に
関
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
地
域

連
携
に
よ
り
患
者
さ
ま
の
安
心
・
安
全
な
薬
物

療
法
に
携
わ
る
に
は
情
報
と
し
て
不
十
分
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
26
年
12
月
よ
り
病
院
と
地
域

薬
局
と
の
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た

め
、
当
院
薬
剤
科
で
は
、
地
域
薬
物
療
法
Ｓ
Ｇ

Ｄ
（
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

と
い
う
研
究
会
へ
の
参
画
を
始
め
ま
し
た
。
地

い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の

を
標
準
化
し
、
細
か
な
行
動
レ
ベ
ル
で
の
改
善

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
度
は

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
発
生
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

感
染
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か

を
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
い
、
実
践
し
て
も
ら

う
こ
と
が
私
達
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
役
割
で
す
。
理
想
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
現
場
と
共
に
考
え

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

模
擬
患
者
（
Ｓ
Ｐ: Simulated Patient

）

を
取
り
入
れ
た
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
修

湯
布
院
病
院　

医
療
安
全
管
理
者　

麻
生 

真
紀
子

　

当
院
に
お
け
る
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
取
組
は
、
平
成
21
年
に
「
豊
の
国
医
療
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い
」（
大
分
大
学
）に
、

多
く
の
職
員
が
参
加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、〝
や
わ
ら
か
な
１
・
５
人
称
（
自

分
と
相
手
の
視
点
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
捉

え
方
）〟〝
聴
く
は
効
く
に
通
ず
る
（
傾
聴
）〟

〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
癒
し
が
あ
る
（
単

な
る
情
報
伝
達
で
は
な
い
）〟
こ
と
を
基
本
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
医
療
に
お
い
て
重
要

な
要
点
と
し
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
模

擬
患
者
（
Ｓ
Ｐ
）
の
育
成
や
研
修
の
開
催
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
こ
の
活
動
に
関
連
し
て
、
平
成

21
年
か
ら
医
療
面
接
教
育
の
一
環
と
し
て
Ｓ
Ｐ

訓
練
を
新
入
職
員
の
研
修
や
医
学
生
の
実
習
等

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
患
者
と

医
療
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
実
際
に
は
、
ま
ず
、
患
者
役
、
医
療
者
役
、

観
察
者
役
の
３
人
１
組
と
な
り
、
シ
ナ
リ
オ
を

用
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
役
柄
を
順
に

交
代
し
て
、
お
互
い
感
じ
た
点
や
気
づ
い
た
点

な
ど
述
べ
合
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う

方
法
で
行
い
ま
す
。
最
後
に
は
、
全
員
で
訓
練

中
に
感
じ
た
こ
と
等
を
語
り
合
い
貴
重
な
体
験

を
分
か
ち
合
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
の
利
点
は
、

繰
り
返
し
何
度
も
で
き
、
自
身
の
傾
向
に
つ
い

て
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
り
、
当

院
で
は
、
７
年
間
、
継
続
し
て
実
施
し
、
そ
の

考
え
方
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
、

人
間
関
係
ひ
い
て
は
医
療
安
全
や
医
療
の
質
に

大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
考
え
、
今
後
も
、
人

材
教
育
の
一
環
と
し
て
こ
の
活
動
を
継
続
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＜チームステップスのツールの一例＞

SBAR ２回
チャレンジルール

相手に何かを伝えたい場合
に、この順序に従って伝え
ることで、より分かりやす
く伝えよう。

S：Situation「状況」

B：Background「背景」

A：Assessment「評価」

R：Recommendation「提案」

うまく伝わっていない場合
には、2回はチャレンジし
て伝えよう。
相手に伝わるまで伝えよう。

SGD 中の様子

全体のテーマ 討論のテーマ

第１回
服薬指導のための
患者情報の共有

効果的で適切な服薬指導のための連携と
患者情報の共有

第２回 副作用の対処 副作用の対処のための患者情報の共有

第３回 疼痛管理 お薬手帳と療養手帳

第４回 糖尿病と薬薬連携 医師から提示された症例について討論

医療安全『わかるまで	聞こう	話そう	伝えよう』の実践特集
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職
場
チ
ー
ム
に
よ
る
業
務
改
善
の
取
り
組
み
▼
優
秀
賞 職

場
チ
ー
ム
に
よ
る
業
務
改
善
の
取
り
組
み
▼
最
優
秀
賞

理

事

長

特

別

賞

熊
本
総
合
病
院

　

業
務
に
関
す
る
極
め
て
顕
著
な
功
績
を

挙
げ
た
職
員
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
理
事

長
特
別
賞
は
、
熊
本
総
合
病
院
の
島
田
信

也
院
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
院
長
は
、
麻
酔
科
医
師
の
派
遣
な

ど
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
率
先
し

て
取
り
組
み
、特
に
、病
院
経
営
に
関
し
て
、

病
院
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下

で
職
員
が
一
丸
と
な
り
経
営
改
善
に
取
り

組
み
、
病
床
稼
働
率
で
は
２
年
連
続
で
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
57
病
院
中
一
番
と
な
る
な
ど
、
す

ば
ら
し
い
実
績
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
際
し
て
、
病
院
本
体
及
び
職
員
も
被

災
し
て
い
る
中
で
、
熊
本
市
内
か
ら
の
透

析
患
者
の
受
入
な
ど
、
多
大
な
医
療
支
援

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度

は
、
優
秀
賞

を
頂
く
こ
と

が
で
き
、
九

州
病
院
入
退

院
セ
ン
タ
ー

関
係
者
一
同

大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。
当
院
の

入
退
院
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
職
種
が

各
々
の
役
割
に
応
じ
て
介
入
し
、
患

者
さ
ん
が
入
院
中
に
安
全
・
快
適
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。
稼
動
後
は
、
従
来
の
外
来
で
は

対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
①
術
前
禁
煙

指
導
と
②
術
前
口
腔
ケ
ア
指
導
に
取

り
組
み
、
確
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
活
躍
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉
水
嶋
明
（
副

院
長
）、木
本
妙
子
（
副
看
護
部
長
）、

是
永
緑
（
医
療
支
援
部
室
長
）、
有

村
博
江
（
入
退
院
セ
ン
タ
ー
副
看
護

師
長
）、村
島
浩
二
（
麻
酔
科
医
師
）、

武
下
宣
子
（
外
来
看
護
師
長
）、
林

秀
俊
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
師

長
）、
川
本
雅
彦
（
外
科
医
長
）、
川

原
さ
お
り
（
手
術
室
副
看
護
師
長
）

三
輪
真
紀
子
（
栄
養
管
理
室
副
室

長
）、
末
松
文
博
（
薬
剤
部
長
）、
平

石
絵
里
子
（
病
棟
副
看
護
師
長
）、

神
崎
啓
慈
（
医
事
課
長
）、
居
塚
し

の
ぶ
（
主
任
薬
剤
師
）、
稲
田
妙
子

（
病
棟
副
看
護
師
長
）、
家
根
茂
（
総

務
企
画
課
総
務
係
長
）

　

こ
の
度
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
題
は
当
院

に
実
在
す
る
「
坪
根
淑
恵
」
感
染
管

理
認
定
看
護
師
の
了
解
を
得
て
設
定

い
た
し
ま
し
た
。
当
院
は
平
成
24
年

よ
り
院
内
Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
で
業
務
改
善

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
親
し
み
や
す
い
題
や
チ
ー
ム
名
を

付
け
部
署
間
の
敷
居
を
低
く
し
て
、

職
員
全
体
で
取
り
組
ん
だ
賜
物
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
Ｔ
Ｑ
Ｍ

活
動
を
通
し
て
業
務
改
善
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉
岡
本
朋
子
（
薬

剤
師
）、
末
廣
勉
（
薬
剤
科
長
）、
久

保
田
厚
子
（
副
薬
剤
科
長
）、
塚
原

邦
浩
、
大
西
利
彦
（
主
任
薬
剤
師
）、

竹
村
有
美
、
西
村
麻
希
、
原
田
晃
典
、

深
井
希
江
、
大
田
泰
子
、
福
田
智
津
、

佐
伯
勝
成
（
薬
剤
師
）、加
藤
彰
（
肝

臓
病
セ
ン
タ
ー
長
・
消
化
器
内
科
診

療
部
長
）、
菊
池
勉
（
主
任
臨
床
検

査
技
師
）、
坪
根
淑
恵
（
副
看
護
師

長
）、
山
﨑
麻
由
（
総
務
企
画
課
総

務
係
）

　

当
院
は
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
を

目
指
す
た
め
、
施
設
内
で
の
医
療
と

福
祉
の
統
合
を
目
的
に
「
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
よ
り
介
護
老
人
保
健
施
設

が
在
宅
復
帰
支
援
加
算
を
取
得
し
、

そ
れ
以
降
入
所
稼
働
率
が
低
下
し
た

と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
多
職
種
が

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
各
々
の
立
場

か
ら
対
策
を
出
し
合
い
結
果
に
繋
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
適
切
な

時
期
に
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉
木
村
光
政
（
介

護
老
人
保
健
施
設
長
）、
石
井
雅
昭

（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
担
当
部
長
）、

田
中
敬
子
（
看
護
部
長
）、
圓
城
健

二
（
診
療
情
報
管
理
士
）、
山
口
裕
子

（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
看
護
師
長
）、

松
下
容
子
（
併
設
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
看
護
師
長
）、
位
田
由
起
子

（
地
域
連
携
室
看
護
師
長
）
他

　

医
療
材
料
の
デ
ィ
ス
ポ
化
が
進
み

医
療
廃
棄
物
、
感
染
性
廃
棄
物
の

増
加
及
び
処
理
費
用
の
増
大
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
た
事
か
ら
分
別
収
集
の

見
直
し
・
徹
底
に
よ
っ
て
感
染
性
廃

棄
物
を
削
減
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
職
員
教
育

を
は
じ
め
部
署
に
お
け
る
表
示
の
工

夫
、
特
殊
性
に
応
じ
た
直
接
指
導
等

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
職
員
の

行
動
変
容
に
基
づ
く
意
識
改
革
が
で

き
前
年
度
比
43
・
９
％
の
処
理
費
用

を
削
減
す
る
事
が
で
き
た
。「
継
続

は
力
な
り
」
一
層
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉
林
俊
也
（
副

看
護
師
長
）、
吉
浪
典
子
（
副
看
護

部
長
）、
先
崎
晴
美
（
看
護
師
長
）、

鯉
渕
由
美
（
看
護
師
長
）
鈴
木
礼
子

（
看
護
師
長
）、
夘
城
千
賀
子
（
看
護

師
長
）
伊
藤
さ
と
み
（
看
護
師
長
）

松
岡
洋
子
（
看
護
師
長
）
山
下
千
夏

（
看
護
師
長
）、
中
川
光
二
（
経
理
課 

契
約
係
長
）

　

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を
有
効
活
用
す
る

事
で
「
不
要
」
と
思
わ
れ
て
い
た

モ
ノ
を
「
商
品
価
値
」
の
あ
る
モ
ノ

と
し
て
売
却
益
を
あ
げ
よ
う
と
い
っ

た
発
想
は
、
医
療
と
は
全
く
無
縁
に

も
思
え
ま
す
が
、
実
は
Ｉ
Ｔ
社
会
に

な
っ
て
も
「
書
類
」
が
思
っ
た
ほ
ど

減
量
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
業
界
で

は
非
常
に
有
効
な
収
益
手
段
か
と
思

い
ま
す
。
特
に
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
自

体
は
、
定
着
す
れ
ば
分
別
協
力
者
に

負
担
感
が
な
い〝
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
〟

な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス

キ
ー
ム
を
紹
介
す
る
事
に
よ
り
、
グ

ル
ー
プ
病
院
の
皆
様
の
収
益
改
善
の

一
助
に
で
も
な
れ
ば
、
と
の
思
い
で

情
報
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉
鈴
木
政
道
（
総

務
企
画
課
長
補
佐
）、永
野
隆
一
（
総

務
企
画
課
）、
松
坂
貴
之
（
経
理
課

長
補
佐
）、
佐
々
木
正
典
（
経
理
課
）

「入退院センター設立による業務効率化の取り組み」

「お局様に報告せねば!!　～特定抗菌薬届出100％を目指して～」

「地域包括ケア推進への協働」

「分別収集の見直し・徹底による感染性廃棄物削減」

「廃棄機密書類を活用した収益増加プロジェクト」

九州病院　入退院センター部会

下関医療センター　特定抗菌薬報告せんで（しなくて）委員会？

四日市羽津医療センター　地域連携センター

東京蒲田医療センター　チームBBT（BUNBETSU)

仙台病院　総務企画課・経理課チーム

　

こ
の
た
び
は
、
当
チ
ー

ム
の
取
り
組
み
が
最
優
秀

賞
と
い
う
身
に
余
る
賞
を

頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
事
務
部
係
長
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
多
職
種
か
ら

な
る
５
チ
ー
ム
に
よ
る

検
討
、
北
海
道
東
北
地

区
事
務
所
の
サ
ポ
ー
ト
、

２
５
７
日
の
活
動
期
間
内

に
の
ベ
44
回
の
検
討
会
等

の
開
催
、
中
間
報
告
・
最

終
報
告
で
の
経
宮
改
善
の

た
め
の
提
案
等
、
全
て
が

初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
病
院
を
良
く
し
て
行

こ
う
と
い
う
風
土
が
根
付

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後

共
経
営
改
善
に
向
け
、
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〈
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
〉

佐
藤
勇
（
総
務
企
画
係

長
）、
小
田
島
善
広
（
入

院
係
長
）、
菅
原
了
（
経

理
係
長
）、
太
田
保
幸
（
管

理
係
長
）、
木
村
郷
史
（
老

健
・
管
理
係
長
）、
若
佐
孝

男
（
北
海
道
東
北
地
区
事

務
所
・
総
務
経
理
課
長
）、

吉
田
茂
生
（
総
務
企
画
課

長
兼
経
理
課
長
）
他

「経営改善等プロジェクト」 仙台南病院　経営改善等プロジェクトチーム

　平成 28 年９月 16 日（金）、第２回 JCHO 地域医療
総合医学会の会場において、「平成 28 年度職場チーム
による業務改善の取り組み」及び「理事長特別賞」の表
彰式が執り行われました。魅力ある職場づくり推進の一
環として創設されたこの二つの表彰制度は、日々職場内
で課題に取り組まれている「改革」の姿勢を奨励すると
ともに、特に優秀な模範となる取り組みを JCHO 全体
で共有していくことを目的としています。今年度の受賞
者、受賞チームをご紹介いたします。

職場チームによる業務改善の
取り組み・理事長特別賞

表彰式

Topics

1213



　群馬中央病院で３年目を迎えたミニ健康教室は、
緩和ケア委員会とクオリティー（接遇）委員会の行
き詰まりの打開策として、地域医療連携センターの
スタッフと外来看護師が話し合い、「今、院内で患
者さんに何ができるか」とアイデアを出しあい生ま
れた活動です。
　平成 26 年４月、有志が、病院中の委員会や業務
で関わりを持った職員一人一人に主旨を説明して歩
きました。そして活動内容に賛同してくれた委員会
や各部署の協力をいただき、平成 26 年７月から「ミ
ニ健康教室オアシス」をスタートしました。
　JCHO の使命には「地域医療、地域包括ケアの要
として、超高齢化社会における地域住民の多様なニー
ズに応え、地域住民の生活を支えます」、「地域医療・
包括ケアの要となる人材を育成し、地域住民への情
報発信を強化します」と掲げられています。
　そこで、「地域包括ケアの要」、「人材育成」、「情
報発信」をキーワードに、患者さんや地域住民に健
康に関する情報を発信する場として、１階ロビーに
ある休憩コーナーで、平日の 10 時 30 分から毎日
30 分程度開催しています。予約不要、入退室自由
で誰でも参加できる形をとっています。様々な職種
の職員が健康に関するテーマで講演し、参加者の患

者さんやご家族と職員とのコミュニケーションの場
にもなっています。参加された方から、「楽しく学
べた」、「面白くてわかりやすい」、「看護師さんに話
しかけやすくなった」などの声が聞かれ、「顔のみ
える関係」の強まりを実感しています。
　ミニ健康教室には、現在では病院の全職種が参加
しています。患者さんの言葉や反応がダイレクトに
講演を担当する人に伝わるため、モチベーション
アップにつながり、プレゼンの手法（パワーポイン
ター作りや話題の提供）の実践的な学びが得られて
います。平成 27 年度からは、有志の活動を院内の
患者サービス向上委員会の活動に籍を移しました。
さらに、看護部の教育委員会のラダーに組み込み、
各部門でも人材育成の場として活用しています。
　ミニ健康教室を開催している外来部門では、接遇
面の待ち時間対策としても、クレームの減少や患者
満足度調査で良い結果が得られて来ています。この
ミニ健康教室が目的で予定表をチェックしてわざわ
ざ病院に足を運ぶ地域住民もおり、外来では職員が
話しかけられる機会も増えてきております。
　平成 27 年 11 月から、前橋市社会福祉協議会の
賛同を得てミニ健康教室に参加協力して頂いていま
す。また、平成 28 年９月 28 日には、前橋市社会
福祉協議会との共同企画として第１回目の地域の老
人福祉センターでのミニ健康教室を開催し、院内か
ら院外へ活動の輪を広げています。
　数人の有志で始めたミニ健康教室ですが、活動を
通して地域の自助や互助の力が涵養され、地域包括
ケアに貢献できるよう新たな企画を検討していきた
いと考えております。

群馬中央病院　外来看護師長　佐藤	幸子

　JCHO は、独立行政法人として、中期計画（５年間）に基づき各事業年度における年度計画を作成し、各事業年度の
終了後に、厚生労働大臣より業務実績に対する評価を受けることとなっています。
　先般、平成 27 年度の年度計画に対する厚生労働大臣の評価を受け、次の通りの結果となりました。
　なお、「良質な医療・介護の提供等に資する取組を意欲的かつ効率的に行っており、これらの取組を高く評価している」
と付言されています。

① 地域協議会における議論を踏まえた対応（救急患者の受入増、訪問看護の導入等）が拡大

② 地域医療機構病院においても医師確保が困難な状況にある中、医師不足地域への継続的な医師派遣、救急患者の
受入数の大幅増などで地域医療を確保

③ 全ての病院に地域包括ケア推進室を設置し、地域包括ケアの推進体制を構築。老健施設の在宅復帰率や医療ニー
ズの高い者の受入は全国平均を上回り、訪問看護件数も大きく増加

④ 総合医の育成に積極的に取り組むとともに、地域の医療・介護従事者、地域住民に対する教育活動を拡充

⑤ 地域のニーズに対応した医療・介護の提供等による収益の向上、管理部門のスリム化等による業務運営の効率化、
本部の積極的な関与による病院の経営力の向上に取り組み、2 年連続して経常収支率100％以上（100.9％）
を達成するとともに、赤字病院数は前年度の19病院から15病院に減少

平成27年度　業務実績の要点

平成27年度　業務実績評価

総合評定 Ｂ：全体としておおむね中期計画における所期の目標を達成していると認められる。

中期目標 27 年度
評価

Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　診療事業等

（1）　地域において必要とされる医療等の提供

Ｂ○

（2）　地域医療機構の各病院等に期待される機能の発揮

①　地域医療支援機能の体制整備

②　５事業の実施（救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療）

③　地域におけるリハビリテーションの実施

④　その他地域において必要とされる医療等の実施

（3）　５事業など個別事業・疾病に対する機構全体としての取組

Ｂ○

①　５事業の実施（救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療）

②　リハビリテーション

③　５疾病（がん、心筋梗塞、脳卒中、糖尿病、精神医療）

④　健診・保健指導

⑤　地域連携クリティカルパス

⑥　臨床評価指標

（4）　高齢社会に対応した地域包括ケアの実施

Ｂ○
①　地域包括支援センター

②　老健施設

③　訪問看護・在宅医療

④　認知症対策

２　調査研究事業

（1）　地域医療機能の向上に係る調査研究の推進
Ｂ○

（2）　臨床研究及び治験の推進

３　教育研修事業

（1）　質の高い人材の育成・確保

Ｂ○（2）　地域の医療・介護職に対する教育活動

（3）　地域住民に対する教育活動

４　その他の事項

（1）　患者の視点に立った良質かつ安心な医療の提供

Ｂ
（2）　医療事故、院内感染の防止の推進

（3）　災害、重大危機発生時における活動

（4）　洋上の医療体制確保の取組

中期目標 27 年度
評価

Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項

１　効率的な業務運営体制の確立

（1）　質の高い人材の育成・確保

Ｂ

（2）　地域の医療・介護職に対する教育活動

（3）　地域住民に対する教育活動

（4）　業績等の評価

（5）　内部統制、会計処理に関する事項

（6）　コンプライアンス、監査

（7）　広報に関する事項

（8）　IT 化に関する事項 Ｂ○
２　業務運営の見直しや効率化による収支改善

（1）　経営意識と経営力の向上に関する事項

Ｂ（2）　収益性の向上

（3）　業務運営コストの節減等

Ⅲ．財務内容の改善に関する事項

１　財務内容の改善に関する事項

（1）　経営の改善

Ａ

（2）　長期借入金の償還確実性の確保

２　短期借入金の限度額

３　不要財産又は不要財産となることが見込まれる財産がある場合には、
当該財産の処分に関する計画

４　重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとする時はその計画

５　剰余金の使途

Ⅳ．その他業務運営に関する重要事項

１　その他業務運営に関する重要事項

（1）　中期計画における数値目標

Ｂ
（2）　積立金の処分等に関する事項

（3）　病院等の譲渡

（4）　会計検査院の指摘

（5）　その他

平成27年度 業務実績評価について

※重要度を「高」と設定している項目については各評語の横に「○」を付す
　難易度を「高」と設定している項目については各評語に下線を付す

地域に開かれた
ミニ健康教室の取り組み

投　稿

〔インフォメーション〕
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